　国家機密の関係上、ディケンズの転生は常に――少なくとも過去の七回は――同一の聖堂で行われてきた。どうやら今回も例に漏れてはいないようで、聖堂の前に広がる道には見覚えがあった。とは言っても所詮は「見覚え」があるという程度であって、彼が死んでいたおそらく四半世紀近くの歳月による様変わりは否めなかった。
　サキの少し後ろを歩きながら、ディケンズは辺りに視線を送った。道の両側に並ぶ建物は、老朽化による傷みや汚れこそ見られるものの比較的綺麗なものばかりであった。それは、かつての欧州の街並みを意識してレンガ風の石が敷き詰められた、いまディケンズとサキの歩く道も同様であった。そして、行き交う人々の顔も明るい。彼らに同伴するサポート用のロボットに取り付けられているのも人々の生活を支える装備ばかりで、護身用の警棒を除くと完全な非武装型と言えるようだった。
「さっきから、何をちらちらと見ているんだ？」
　突然、前を向いたまま、サキは後方のディケンズに質問を投げかける。ディケンズはそれに少なからず驚きを覚える。こちらを窺う素振りなんて、サキは全く見せていなかったからである。相変わらず、いや、昔以上に怖くなったものだと、ディケンズは口に出さずに感心した。代わりに、
「五十二、五十八、四十四、四十三、六十二、三十一……」
「なんの数字だ、それは」
「すれ違った女の子の偏差値ですが何か？」
　言った途端、裏拳がディケンズの顔面を適格に狙って飛んできた。ディケンズは寸でのところでそれをかわす。本当に、怖くなったなぁ……。
「大丈夫ですよサキ中将、全然負けていません」
「なんの話だ」
「サキ中将は今でも、他の女性に見劣りしないくらい美しいですよ、って話です」
「もう一度蘇生させてやろうか」
「おっと、これはこれは」
「全く……。貴様のその性格だけは、本当に死んでも治らんのだな」
「ちょっとさっきから扱いが酷いですよ。昔は『大きくなったらディケンズおにぃちゃんと結婚するの』なんて言ってくれたあのサキちゃんが」
「おい、そんな記憶はないぞ！　そもそも私はそんな幼少の頃には貴様と出会ってすらいないではないか！」
「いやだなぁ冗談ですよ、サキ中将。なに本気で怒ってるんですか、可愛いところありますね、ははは」
「……もしもし私だ、転生の儀式の準備をしてくれ」
「わわっ、ちょっと、電話切ってよ！」
「ふふん、冗談だよディケンズ」
「………」
　平和だった。
　あまりにも平和だった。
彼らだけではない。町も、そこに暮らす人々も、一見して平和だと窺えた。
　ディケンズは考える。では、何故俺が転生されねばならなかったのか、と。
　明らかな戦火の下に転生される方が、まだ幾ばくかましだと思った。彼の任務、ひいては彼の存在そのものが、決して平和とは相容れないものであることは、彼自身が一番よく知っていたのだから。彼は、これから告げられるであろう己の任務に、暗澹たる思いを抱かずにはいられなかった。
